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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・行動観察メモの期日は今日まで。
・11/8（水）14:00テンマ　アヤノ様　デイケア見学予定。

・11/10（土）青風荘で火災を想定した避難訓練が実施予定。

・グループホーム世話人より連絡があり、11/23（金）グループホームあおぞらのメンバー全員がデイケアを欠席するとのこと。大掃除を計画している様子だが、その際は世話人が一緒に掃除を行う予定であるとのこと。
・医療安全管理委員会より、事故対応について、最近は誤薬による事故が増えている為、デイナイトケア等の服薬確認の際には十分に気を付けて対応すること。
・医療安全管理委員会より、今後カンファレンスにて当院にてあった患者様の転落事故に関する振り返りを行う予定。
・毎日夕方に実施する外来カンファレンスの内容を記録することとなったため、記録が終わり次第、通所・外来で連絡を取り合い回覧し忘れがないよう注意すること。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

①11/9（金）八戸地区認知症疾患セミナー
場所：パークホテル

②11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ
③11/21（水）19：00～　八戸精神科医会

場所：八戸パークホテル　3Fロイヤルホール　対象：医師、薬剤師、スタッフ

④11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

⑤12/9（日）9：30～16：00　臨床精神医学研究会
場所：コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
⑥12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ
⑦1/27（日）10：00～17：00　自殺未遂者ケア研修（精神科救急版）
場所：東京都　大手町ファーストスクエアカンファレンスRoom D
対象：医師、看護師、精神保健福祉士など　申込み締切：11/20（火）までに佐藤AOMへ

〔院内・法人内・グループ内研修〕

①11/12（月）17：15～17：45　看護グループ内研修「救急対応」

＜提出期限＞

・11/8（木）10月分経過録

・11/8（木）行動観察メモ（対象期間：5/16～11/15）

・11/15（木）年末調整

・11/20（火）12月分テキスト
＜利用者様情報＞
デイケア
・船場　幸子様～グループホーム世話人から情報提供がある。今朝の訪問時に股関節の疼痛を訴えたため本日整形外科を受診予定。疼痛が出現した理由について昨日のデイケア利用時にウォーキングを頑張りすぎたからと話していたが、30分程しゃがんで作業していたからではないか？と伝えている。ここ数日、繁名和恵様との交流時にやや気分が高いことを併せて伝えている。
・曽我　泰庸様～来所時から気分の高さが認められ、実習生へ「寺地です」と自己紹介することがある。普段は参加する運動療法（レクダンス）を拒否しホールで過ごしている。その後、容器に記名がないインスタントコーヒーを飲もうとすることがあり声掛けすると、「名前が書いてないものは俺のものだ」と話すため介入している。介入に易怒性や執拗さはないが、不満気にテーブルに顔を伏せている。
・平　京子　様～国民健康保険被保険者証が届いたことを話している。自立支援医療の変更（医療区分）手続きは既に行ったという。以前生活保護費を17万円程返還したが時間差で15,000円返還したことや、市役所に来庁し返還したため通知書は郵送しないと説明があったことについて本人がどこまで理解しているかは不明。必要時、生活保護担当者に確認していく。
・東海林紀子様～三戸中央病院に入院中の父の病状について癌が肺に転移しており腎臓が半分機能していない状態。姉の情報によると、父と家族の同意により透析治療が可能だがもって1年、透析治療しないと2か月と余命宣告されたという。「見舞いに行きたいので、2か月デイケア休んでもいいですか？」と話すため、利用日である毎週水曜日の前に都度連絡がほしいことを伝えている。今後見舞いの回数が増えるとのことで、無理のない程度に行動するよう助言している。
デイナイトケア

・倉橋　生子様～青風荘から情報提供がある。青陽館では静かに過ごしていたが、帰荘後は他者やスタッフへの話し掛けが多く、20：00妹に電話をかけ最近の出来事を話し、20：45スタッフに声を掛けて連日スタッフに話している被害的な内容を話している。また、会話を切り上げようとしないため、スタッフから約束事を伝え一旦会話を終了するが、再び現れ同様のことを話しており多弁であった。今朝はスタッフが挨拶すると穏やかに対応していたとのこと。デイナイトケアでは、来所時は穏やかに過ごしているが、昼食前に昨日の服薬変更の理由をスタッフに質問することや、独り言のように「何で私だけこんなことしなきゃいけないの」「何にもしてないのに」と小声で話している。また「誰が被害者だってよ」と突然話すことがあったようだ。同様の訴えが過度になることはないが、昼食後、昨日同内容を訴えたスタッフへ主治医から入院の話をされたことを訴えており、昨日同様気になることは相談しつつ、落ち着いて過ごしてみるよう促している。
・馬渡　武光様～青風荘から情報提供がある。八戸泌尿器科の定期受診に尿検査を施行した結果、尿は汚れていないが、前回の結果が糖が1+から今回は糖が3+となっている。前回と同様薬が2ヶ月分処方となったとのこと。デイナイトケアでは、普段通りにプログラムに参加しており、不調等の訴えはなく過ごしている。
・鈴木真知子様～青風荘から情報提供がある。19：15次姉に電話をかけ、「なにしてらー」等といつもの会話をしていたが、昨晩は誰かに電話を替わったようで「元気？迎えさこー」等と笑顔で会話していた。スタッフが声を掛けると、電話の相手は兄であることを話しており、普段なら兄の名前を教えようとしないが、兄の名前を尋ねると「よしはる」と答えていた。その後も珍しくホールで休んで過ごしていたとのこと。デイナイトケアでは、不調の訴えはなく落ち着いてプログラムに参加している。

・奥山以依子様～青風荘から情報提供がある。19：00弟へ電話している。会話内容は、お正月の外泊や便秘等についてであり、電話を終えると急にスクワットを始めている。その理由について弟から便秘にはスクワットが効果があるとアドバイスがあったようである。周囲の迷惑となる場所であることを伝えると、再び別の場所で始めていたとのこと。デイナイトケアでは、上記行動や便に関する発言はなく、普段と変わらず落ち着いて過ごしている。
・中居美津子様～「生活保護をもらっているから、きちんとした生活をしなきゃ」「だから早く帰らなきゃいけない」と話し、9日（金）17：30で早退を希望している。他者に言われたというが誰かは不明。
ナイトケア
・村上　元道様～グループホーム世話人から情報提供がある。以前当院に兄と名乗る人物から連絡があった件について、兄が住んでいるアパートの更新を控えているが保証人が母であることから自宅に連絡したが連絡に出ず自宅に行ったが誰もいなかったため置き手紙をしたという。兄か置き手紙に気付いた弟かのどちらかが当院に連絡したとのこと。その後兄が保証人不在の旨を八戸市役所に連絡したことで上記内容が判明。本人は兄と連絡を取り合うことを希望していないが、兄が妹の携帯電話に複数回メールをしているため連絡を取り合っている可能性が高いとのこと。グループホーム世話人との情報共有を徹底していく。
＜外来カンファレンス＞

・第2診察室の電カルの文書キャビネットのアップロード画面がエラー表示となってい

　いる。神さんへ修理を依頼中。

・尾崎　金四郎様～今後は、当院への通院に切り替えることとなりました。退院後、穏

やかに過ごせていたようですが、退院時に決めていた、月1回の保

健師の定期訪問の際に保健師より「また、何かあったら警察をよび

ますから」といった発言後より不穏となっている様子であるとのこ

と。月1回の定期訪問は中止でよいのではないかとのことで、その

旨、大川さんより役所へ連絡予定となっている。

・久喜　つき様～本日、初外来。退院後、穏やかに過ごしている様子。御家族は、越冬

目的にて施設入所も検討して行きたいとのこと。
・大村　厚子様～次回の予約は娘様が電話を頂くこととしている。認知機能の低下が見

られることから、次回、心理検査予定となっている。予約の電話が来

たら、予約時間30分前に来院して頂きたいことを伝えて下さい。

・石戸谷　竹城様～幻視の訴えがあり、シンメトレルを各食後を朝・夕食後へ減量して

いる。また、浮腫が気になるとのことで五苓散が処方となっている。

歩行状態が悪い事や妻様も自分の通院があり、本人の介護が大変に

なってきていることから、今後は、施設入所も検討したいとのこと。

また、幻視の訴えもある事から施設入所が困難な場合は入院も検討

したいとのこと。その旨、ケアマネへも情報提供している。

・志村　京様～明日、受診予定。娘様の話が二転三転することあり。また、説明に対す
る理解も乏しい事もあるとのこと。対応には気を付けていきましょう。

また、同様の訴えをし、数か所から同じような薬を処方され、服用して

いることもあるとのことで、インテークの聴取の際には、注意して確認

するようにしましょう。
・高村　健太郎様～明日の診察に通所のスタッフも同席予定となっています。ＳＷも入

りますので、診察の際に連絡してください。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　笹目子　誠　様）

実施日：H30年11月8日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：馬場

検討内容　目標･治療計画の見直し

	氏名
	笹目子　誠
	性別
	男
	年齢
	31
	生年月日
	昭和62年9月16日

	主病名
	気分変調症
	合併症
	うつ状態、統合失調症

	治療方針（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の習得　2.身体機能の維持・向上　3.対人関係の改善　4.作業能力・持続性の向上　5.病識を身に付ける　6.社会資源の利用

	本人希望
	社会復帰をする。

	入院歴
	計　0　回

	通所歴
	　1　回目

· 今回：H29年10月25日～現在　　（2週に1回/水曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：アパート
	家族構成：父、姉、甥、姪

	利用制度
	自立支援医療
	年金:受給
	なし

	[image: image1.emf]備考：事例検討に必要な情報を記載
母様H20頃死去
姉様33歳


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	社会復帰をする。
	①不安や恐怖を感じた時の対処法を身につける。


	①不安や恐怖を感じた時はスタッフに相談する。
	①相談しやすい関係を築くために、スタッフは声かけを行っていく。

	
	②睡眠や食事をしっかり摂り生活リズムを整える。
	②デイケアやデイケア以外での日中活動を行い、生活リズムを整える。
	②デイケアでのプログラム参加状況を確認し、感想や興味のあることを聞き、デイケア以外での活動につなげる。


【検討内容】治療計画の見直し

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不安や恐怖を感じた時はスタッフに相談する。
	・本人の意向として「社会復帰をしたい」と青南病院を受診しデイケア利用となったが、姉様が実家に戻ってきたことを期に、働いていないことを責められ父親と相談した結果、「社会復帰をしたい」と青南病院受診となった経緯がある。

・高校は通信制の高校に通い、在学中に友人に誘われチラシを挟むアルバイトの体験をしたが体験だけで終わり実際に就労することはなかった。

・デイケアに通う上での目標を尋ねるが、「まだわからない」と具体的な目標を話すことはない。
・現在もデイケアでの目的や就労に関しての考えについて話すことはなく、尋ねても「わからない」と答えている。

・不安等を生活上感じることは無いと話しており、現状何かをスタッフに相談してくることはない。
・生活状況等を尋ねると短文ではあるが、答えており、スタッフから発言内容をまとめて確認すると頷く等の意思表示は行うことが出来ている。
	・「自立する」という目標を長い期間で考えて達成できるようにする。小さい目標を設定し達成していることを評価していく。続けて通うことができていることや、前回より一つでも多くのプログラムに出席できたことを評価して、次へのステップアップにつなげていく。

・声かけを行っても口数は少ないため、返答しやすい内容での声かけを行っていく。

・自身から発言するのが難しい為、今後はスタッフからの声掛けに対し、自身の気持ちを適切に伝えられるようになることを目標としていくこととする。


	②デイケアやデイケア以外での日中活動を行い、生活リズムを整える。
	・IQ は検査結果から平均レベルと出ており、作業面では、機械的な作業を素早くこなすことは苦手であり、自分でイメージし、何かを作り上げる作業は素早くできるとある。その他、物事の法則性を見出すのが得意であり、全体の状況を見渡して計画を立てることが苦手との事である。

・エアロビクスに自主的に参加しており、参加した感想を聞くと「疲れました」と表情よく答えている。エアロビクスはスタッフの声がけなく自主的に参加している。
・運動療法以外の座学プログラムやSSTへも参加しているが、一時期SSTへの不参加が続いていた。目標確認の際に理由を尋ねると「特にない」と答えている。以前まで参加出来ていたことを振り返り、参加出来そうな気持ちの日だけでも参加してみるよう促すと以降は自自発的に参加している。

・興味のあるものとして、読書やゲームを挙げており、それらの内容について話を聞くと表情良く返答している。
・規則正しい生活を継続して送る事が出来ていると話している。

・外出は時折出来ており、買いたいものがある際には出掛けているとのこと。
	・エアロビには自主的に参加しており、表情良く参加しているため引き続き、利用回数の増加を話し合って提案していく。

・現状の生活において、生活サイクルの乱れはなく、問題になる行為もない為、今後は活動性の向上を主軸に目標や計画を立てていくこととする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	社会復帰をする。
	①対人関係で不安や恐怖を感じた時の対処法を身につける。


	①対人関係で不安や恐怖を感じたことをスタッフに声を掛けられた際に、適切に伝えられるようになる。
	①相談しやすい関係を築くために、スタッフは声かけを行っていく。

	
	②日中活動を積極的に行い、活動的な生活を送れるようになる。
	②デイケアやデイケア以外での日中活動を積極的に行い、活動の範囲を広げる。
	②デイケアでのプログラム参加状況を確認し、感想や興味のあることを聞き、デイケア以外での活動につなげる。
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